
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

発行日：

千代田商事株式会社

2022年度環境経営レポート

　（対象期間：2022年4月～2023年3月）

2023年7月3日



１．環境経営の継続的改善を誓約します。

２．環境関連法規制や当社が約束したことを遵守します。

３．創意工夫を凝らし二酸化炭素排出量の削減に努めます。

４．廃棄ロスをなくす等廃棄物の発生を抑制し、リサイクル率の

　　向上に努めます。

５．適正な利用により水使用量の削減に努めます。

６．安心安全な商品を効率よくタイムリーにお客様にお届けします。

　＜環境保全への行動指針＞

制定日：2009年4月1日 

改訂日：2023年6月22日

千代田商事株式会社

代表取締役社長　小泉　洋平

千代田商事株式会社は、設立以来、技術開発力のある生産財専門商社
として製鉄、電機、化学、プラント、電力など基幹産業の発展に貢献
しています。
当社の姫路本社、東京本部、君津営業所、名古屋営業所、大分営業所
は「地球環境の保護と改善が世界の最重要かつ緊急課題の一つである」
ことを認識し、全ての企業活動領域において環境管理活動を継続的に
推進します。
具体的な活動としては、環境負荷軽減・汚染防止の手順を確立し、事
業活動において生じる環境へのマイナス影響を軽減します。

　＜基本理念＞

千代田商事株式会社

Ⅰ.環 境 経 営 方 針
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　Ⅱ.組織の概要

　（１）名称及び代表者名

千代田商事株式会社
代表取締役社長　小泉 洋平

　（２）所在地

姫路本社 　： 兵庫県姫路市中地421-1
東京本部 　： 東京都中央区京橋2-18-2
鹿島営業所 　： 茨城県鹿島市国末1523-2
君津営業所 　： 千葉県君津市中野3-11-27
名古屋営業所 　： 愛知県東海市東海町3-8-24
北九州営業所 　： 福岡県北九州市戸畑区新池1-10-16
大分営業所 　： 大分県大分市松原町3丁目4番20号 さくらビルⅡ
堺事務所 　： 大阪府堺市堺区翁橋町1丁目1番地1号

　（３）環境管理責任者氏名及び担当者連絡先

責任者　専務取締役 竹添　正人 TEL:03-3538-2570
担当者　管理部課長　 竹内　哲 TEL:079-294-2338

　（４）事業内容

基幹産業(製鉄･電機･化学･プラント･電力)向け生産財、
設備機器及び電子部品の販売

　（５）事業の規模

資本金    54百万円
売上高 9,979百万円(2022年度)

合計 姫路 東京 君津 名古屋 大分

98 30 8 12 22 12

2096.8㎡ 534.5㎡ 192.6㎡ 252.0㎡ 590.1㎡ 218㎡

鹿島 北九州 堺

7 6 1

208.4㎡ 60.2㎡ 41㎡

　（６）事業年度 ４月～３月

　Ⅲ.認証・登録の対象組織・活動

対 象 事 業 者 名 ：千代田商事株式会社

対 象 事 業 所 ：姫路本社・東京本部・君津営業所・名古屋営業所・大分営業所

対 象 外 ：鹿島営業所・北九州営業所・堺事務所

事 業 活 動 ：基幹産業(製鉄･電機･化学･プラント･電力)向け生産財、設備機器
            　   及び電子部品の販売

※対象とする組織 ：サイト認証（2017年度版）

従業員　　　　　

延べ床面積　　　
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　Ⅳ.千代田商事株式会社　実施体制図及び役割･責任･権限表

⑥緊急事態対応訓練実施及び記録作成の担当

姫路本社社員
東京本部社員
君津営業所社員
名古屋営業所社員
大分営業所社員

①環境経営方針を理解し環境への取組の重要性を認識する

②自部門に関連する法規制等を遵守する

③積極的に環境活動に参加する

④自部門の教育・訓練に参加する

環境管理事務局
①環境管理責任者を全面的に補佐する

②EA21文書類の作成、各営業所の取り纏め

③EA12環境経営システムの構築

環境担当者

①EA21環境経営システムの実行を推進する

②環境への負荷、取組の自己チェックを実施する

③自部門の環境経営目標、環境経営計画の達成と実績の把握を行う

④環境管理責任者を補佐し、問題点の審議と解決策を立案する

⑤環境関連の外部コミュニケーションの窓口担当

⑨環境経営レポートの承認

環境管理責任者

①EA21のガイドラインの要求事項を満たす環境経営システムを

　構築、実施し、環境面の実績を向上させる

②上記の結果を社長へ報告する

③EA21の文書類を承認する

④EMS全般の舵取りを行い、実行を推進する

代表者（社長）

①代表者として環境経営全般に関して責任と権限を持つ

②環境経営方針を策定・見直し、従業員に周知する

③資源(人･もの･金)を用意する

④EA21全体の取組状況に関し評価、見直し・指示を実施する

⑤環境管理責任者、環境担当者を任命する

⑥効果的な実施体制の構築・見直し、各自の役割・責任・権限を定め

　全従業員へ周知

⑦経営における課題とチャンスの明確化

⑧環境経営目標および環境経営計画を承認し、見直し

役割・責任・権限

大分営業所

大分環境担当者

君津営業所
君津環境担当者

代 表 者

環境管理責任者

環境管理事務局

姫路本社

姫路環境担当者

東京本部

東京環境担当者

名古屋営業所

名古屋環境担当者
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　Ⅴ.主な環境負荷の実績

単位 2020年度 2021年度 2022年度

kg-CO2 128,555 124,510 120,917

  電力 kg-CO2 55,384 48,190 46,698
　ガソリン kg-CO2 63,955 67,113 64,018
  軽油 kg-CO2 8,286 8,391 9,443
　灯油 kg-CO2 834 761 751
　ガス（LPG) kg-CO2 96 55 7

kg 14,275 12,689 13,285

　一般廃棄物量排出量 kg 3,190 1,849 2,635

　産業廃棄物排出量 kg 11,085 10,840 10,650

㎥ 581 552 489

各事業所毎の電力の二酸化炭素排出係数
2020年度

基準年度

関西電力 kg-CO2/kWh
0.351

東京電力 kg-CO2/kWh
0.441

東京電力 kg-CO2/kWh
0.441

中部電力 kg-CO2/kWh
0.379

九州電力 kg-CO2/kWh
0.479

　Ⅵ.環境経営目標及びその実績

2020

基準年度

（目標）
基準年度比

（実績）
目標達成率

（目標）
基準年度比

（実績）
目標達成率

（目標）
基準年度比

（実績）
目標達成率

kg-CO2 55,384 54,830 48,190 54,276 46,698 53,722

99% 114% 98% 116% 97%

kg-CO2 63,955 63,315 67,113 62,676 64,018 62,036

99％ 94% 98％ 98% 97%
kg-CO2 96 95 55 94 7 93

99％ 172% 98％ 1344% 97%
kg-CO2 8,286 8,203 8,391 8,120 9,443 8,037

99％ 98% 98％ 86% 97%
kg-CO2 834 826 761 817 751 809

99％ 109% 98％ 109% 97%
kg-CO2 128,555 127,269 124,510 125,984 120,917 124,698

99％ 102.2% 98％ 104% 97%

kg 3,190 3,158 1,849 3,126 2,635 3,094

99% 170.8% 98% 119% 97%

kg 11,085 10,974 10,840 10,863 10,650 10,752

99% 101.2% 98% 102% 97%
㎥ 581 575 552 569 489 564

99% 104% 98% 116% 97%
千円 53,370 57,000 50,340 56,000 74,000 57,000

107% 88% 105% 132% 107%

※ 環境関連商品の売上増の目標については、前年度実績とその後の見通しを勘案して設定する。

　 ※ 目標達成率=目標値÷実績値

産業廃棄物の削減

水道使用量の削減

環境関連商品の売上増

ガソリンの二酸化炭素
排出量削減

LPガスの二酸化炭素
排出量削減

軽油の二酸化炭素
排出量削減

灯油の二酸化炭素
排出量削減

二酸化炭素排出量合計

一般廃棄物の削減

　　　　　　　　　　　年　度
　　項　目

2021 2022 2023

電力の二酸化炭素
排出量削減

東京本部

君津

名古屋

大分

※電力の二酸化炭素排出係数は、各電気事業者の2020年度実績の調整後排出係数を基準とする。

廃棄物排出量

水道使用量

　　　　　年度
事業所

業者名 単位

姫路本社

項　目

二酸化炭素総排出量
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　Ⅶ.2022年度　環境経営活動の取り組み計画と評価　及び今後の環境経営計画

◎よくできた　○ままできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

達成状況

4.0%

+16%

〇

〇

〇

〇

〇

▲2%
×

△

+1344％
◎

▲14％
×

+9％
〇

+19%
〇

◎

〇

+2％
〇

〇

+16％
〇

+32%
◎

　Ⅷ.環境教育について

　社員に対して環境経営方針および環境経営計画書、環境経営目標及び実施体制の周知を

　行います。環境経営計画書に基づく毎月の環境経営目標進捗状況の報告、および目標達成

　のための重点取組活動の指示により、環境への意識向上に努めます。

　Ⅸ.外部からの苦情等の受付

　外部からの苦情等はありませんでした。

洗い物（弁当・コップ）の削減 洗う回数を削減する事により、使用量を削減できた。継続していく。

環境関連商品の売上増 目標達成

スケールウォッチャー、潤滑油 スケールウォッチャー以外は販売が順調。顧客からも高く評価されている。ス
ケールウォッチャーはテスト導入までは進んだので、今後顧客ニーズに合致す
るかがポイントとなるが、提案を続けたい。

LED照明、落鉱低減商品の拡販

産業廃棄物の削減 目標達成

産廃排出の内容把握 大分営業所の移転に伴う産業廃棄物の増加があったものの、全社削減
の努力が実り、目標は達成できた。今後も削減していく。分別によるリサイクル推進

水道使用量の削減 目標達成

一般廃棄物の削減 目標達成

ダンボール・古紙の再利用促進 IT化を進めた事により、紙消費量を抑える事ができた。また、基本的
なゴミ分別も継続して行っており、無駄の排除について意識が高まっ
ている。今後も削減に取り組む。

ゴミ分別の徹底

勤怠クラウド導入による用紙削減

売上増に伴いトラックでの納品が増加。今後は積込みの工夫等を検討
する必要がある。今後もガソリン同様削減を進める。

・灯油による二酸化炭素排出量の削減 目標達成
冬季は寒い日が多かったが、こまめなストーブのON/OFFにより使用量
削減できた。継続して削減に取り組む。

・ガスによる二酸化炭素排出量の削減 目標達成
各事業所の電化を進めた結果、ガス使用量は激減している。今後も継
続する。

・軽油による二酸化炭素排出量の削減 目標未達

・ガソリンによる二酸化炭素排出量の削減 目標未達

エコ運転の推進 売上増に伴う移動の増加により、ガソリン消費量が増えた。エコカー
導入や効率的な訪問を進めたものの、実際の移動距離が増え、結果に
繋がらなかった。導入した車両管理システムによるエコ運転推進を進
める。

環境適合車への車両入替

〇
初めて対象全事業所にて電力消費量削減に成功し、二酸化炭素排
出量の削減が進んだ。今後も削減に取り組む。

・電力による二酸化炭素排出量の削減 目標達成

昼休みの消灯徹底 姫路本社のエアロシールド（浮遊菌殺菌装置）による空調効率の向上
により、エアコン使用量が削減できた。各営業所も空調管理や業務時
間の適正化を図り、大幅に消費電力を抑える事ができた。次年度も継
続する。

エアロシールド導入による空調効率向上

窓・ブラインドカーテンの開閉による室温調整

老朽化した事務所移転による削減

テレワークの推進

取り組み計画 評　価（結果と今後の方向）

二酸化炭素排出量の削減 目標達成
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　Ⅹ.環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反､訴訟等の有無

法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りである。
遵守状況

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守

遵守
遵守

　Ⅺ.代表者による全体の評価と見直し・指示記録

代表取締役社長　小泉 洋平

以上

4 その他 特になし

厳しい経済状況の中、
売上増と二酸化炭素排
出量削減を両立できた
事は評価できると考え
る。

特になし

2023年7月3日

2
環境経営目標
環境経営計画

IT関連投資（モビリティ管理システム/メール
クラウド化/遠隔接続システム等）を実施。業
務フロー改善による環境負荷軽減を進めてい
る。

事業環境が厳しさを増
す中、攻めの投資によ
り更に効率的な事業活
動を推進したい。

特になし

3 実地体制 現状の体制で問題はない。 適正である 特になし

変更実施

浄化槽法 浄化槽の保守・清掃・水質の定期点検

遵守評価日：2023年3月31日

自主的に法規をチェックした結果、環境関連法規の違反はありませんでした。

また、創業以来、関係各機関から当社への違反の指摘、及び第三者からの訴訟も
ありませんでした。

大分市廃棄物の処理及び清掃に関する法律
施工令

一般廃棄物・産業廃棄物の分別、減量及び適正処理
の実施

フロン排出抑制法
業務用エアコン整備､廃棄時のフロン類の回収、定
期点検の実施及び点検記録の保管

消防法 消火器、火災報知設備の定期点検

見直し・指示に必要な情報
(管理責任者の報告及び改善への提案)

代表者による
全体の評価

変更必要性の有無と
代表者の指示

1 環境経営方針

近年、社内に大きな事業内容の変更はない
が、姫路での有機肥料自家栽培活動、昨今の
デリバリー環境を踏まえ、環境経営方針を見
直したい。

よりサーキュラーエコ
ノミー分野に注力の
事。

東京都中央区廃棄物の処理及び再利用に関
する規則

一般廃棄物・産業廃棄物の分別、減量及び適正処理
の実施

君津市廃棄物の処理及び再利用に関する規
則

一般廃棄物・産業廃棄物の分別、減量及び適正処理
の実施

東海市廃棄物の処理及び清掃に関する条例
施行規則

一般廃棄物・産業廃棄物の分別、減量及び適正処理
の実施

適用法規 遵守すべき要求事項

廃棄物処理法
一般廃棄物・産業廃棄物の分別、減量及び適正処理
の実施、産業廃棄物についてはマニフェストの交付
と管理及び交付状況の報告

姫路市廃棄物の処理及び清掃に関する条例
規則

一般廃棄物・産業廃棄物の分別、減量及び適正処理
の実施
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